
令和 7年度 第４回 豊岡小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

1 開 催 日 時 令和 8 年１月 30 日（金）13：15～15：45 

2 開 催 場 所 豊岡小学校 相談室 

3 出 席 委 員 中川秀三 鈴木登志郎 大津和也 野末のぞみ 相曽司 細川健太郎  

奥田真理 疋田和俊  山田万祐子 

4 欠 席 委 員 なし 

5 オブザーバー  三方原協働センター 夏目聖 

6 学 校 泉澤伸広（校長）大村幸代（教頭）池谷崇仁（主幹）宮﨑祐実 

7 教 育 委 員 会 なし 

8 傍 聴 者 なし 

9 会議録作成者 CS ディレクター宮﨑祐実 

10 議 長 の 選 出 司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、多くの委員

より大津委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認し

た。 

 

11 協 議 事 項 

（１）学校評価の確認と学校関係者評価の検討 

（２）来年度の学校運営の基本方針 

（３）学校運営協議会の自己評価 

 

12 会 議 記 録 
教頭より、委員数９人のうち全員の出席があり過半数に達しているため会議が成立

している旨の報告があった。 

（１）学校評価の確認と学校関係者評価の検討 

議長の指示により、池谷主幹から別紙資料に基づきアンケートの集計結果の報  

告が行われ、委員からは以下の発言があった。 

・ 児童と教職員のＩＣＴの意識に対して肯定的回答の数字の差が気になる。この数字

の差が縮まるような支援が必要だと感じた。(山田委員)  

・ ＩＣＴはそんなにこだわらなくても、将来的にみんな使えるようになるのではない

か。５教科の勉強に時間をもっと費やしたほうがいいのではないか。(鈴木委員) 

・ 今では様々な試験もＰＣを使っているので最低限使えるようにすることは必要だ

と思う。ただＩＣＴにこだわらず本を読んだりすることも大切。(中川委員) 

・ 生成ＡＩが広がっているが、生成ＡＩに感情はないよ、と子ども達に伝えていかな

ければならない。(鈴木委員) 

・ タブレットの持ち帰りに必要性を感じないが、今後はどうなっていくのか心配をし

ている。(奥田委員) 

・ 効率よくできるものはＩＣＴを使っていきたい。将来子供たちが社会に出たときに

困らないように一定のレベルまでは引き上げていきたい。生成ＡＩも徐々に子ども

たちにも普及していくと思うが使い方によってはリスクもあるので、保護者の方と

も相談しながら一緒に考えていきたい。タブレット持ち帰りはリスクもあるので現

時点では持ち帰る予定はないが、こちらも慎重に考えていきたい。(校長) 

・ 校長先生や教頭先生の生の声をもっと届けてほしい。新しい事をした方が思いが届

く気がする。(山田委員) 



・ いつ話すか、どこで発信するか検討していく。(校長) 

・ 「対話力」とはどのようなことをして力を付けているのか。(大津委員) 

・ 相手の話を聞いて、自分の意見を言うことができるようにスキルをアップさせて

いきたい。各教科の授業でタイアップしながら力をつけていきたい。(校長) 

・ 防災に関して、防災の知識はあっても実際に出来ていない子どもが多いので、実

際のイメージをしっかり身につけたほうがいいのではないか。(夏目さん) 

・ 防災ノートはどのように活用しているのか。(大津委員) 

・ ３学期に抜き打ちで校内防災訓練をしてみたが、出来ている点と出来ていない点

が浮き彫りになった。防災ノートはタブレットに入っているので、チェックしな

がら防災力をつけていきたい。(校長) 
熟議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（２）来年度の学校運営の基本方針 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき来年度の学校運営の基本方針の

説明があり、委員からは以下の発言があった。 

・ ソーシャルスキルトレーニングの実施とあるが、まずは先生たちを先に研修して

から子供たちに指導するべきではないか。(鈴木委員) 

・ 教職員にも各自研修に参加させている。他県の学校での研修もあり、良い部分は

取り入れて教職員もレベルアップさせていく。１学期は教員の指導に力を入れ、

そこから徐々に子供たちに伝えていく。(校長) 

熟議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

（３）学校運営協議会の自己評価 

議長の指示により、教頭から別紙資料に基づき自己評価の集計結果の報告が行

われた。 

議長より本年度の目標として、浜松、三方原の地域の歴史ある行事(例・三方原

音頭)にも積極的に取り組み、地域愛の育成に努めていきましょうとの発言があっ

た。 

熟議の結果、全員意義なくこれを承認した。 

 

13 報告 

  (１)コミュニティスクールの活動報告 

     お気軽座談会は多くの方に立ち寄っていただいた。また今年初めて開催し「遠

足安心安全ボランティア」には多くの方が参加してくれた。来年度も継続して続

けていきたい。(山田委員)  

(２)夢育やらまいかＣＳ加算分の活動について 

     議長の指示により、教頭から別紙に基づき夢育やらまいかＣＳ加算分の活動の

報告があった。 

14 連絡 

     来年度の学校運営協議会は、５月 14 日を予定している旨が教頭よりあった。 


